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段階は「倭寇中心の時代（一三八九年～一四二三年） 」 、被虜の送還が両国を結ぶ絆となった時代であったとする。二段階は「対馬・九州人による通交中継 （一四二九年～一四六八年） 」 、対馬・博多の人が琉球使節となったほか、琉球人がこれらの人間の船を利用 て通交した時代であり、名目が被虜の送還から漂流民の送還へと変化した。また大蔵経を請うことも琉球の朝鮮 対する主要な目的となる。三段階は「偽琉球使の通交時代（一四七〇年～一四九四年） 」 、この時代に 琉球 使を偽称する使者が偽文書を持参して通交したが、 使 持参した貨物には南海産の物資が含まれていたことから、琉球と偽使とが無関係とは言い切れない部分がある。 段階は「直接 の時代（一五〇〇年の遣使一回のみ） 」 、この遣使は一度きりであり、中継者や阻害者を排除した直接の通交だった 、船団乗員の中で琉球人の占めた比率は低い。そして が、球使節最後の朝鮮訪問となった。　
また田中健夫は、琉朝関係の特徴を以下のようにまとめ



































その外交文書の様式で分類した。 なお、 類の中の 「その他」項目は、琉球を名乗る使者であるが朝鮮側が偽使と怪しんだ事例や、琉球国王以外の外交主体からの遣使の事例を指し、 「朝→琉」は朝鮮から琉球への遣使である。そ ぞれ、□は『高麗史』 ○は『実録』 、△は『海東諸国紀』に記述されている遣使であること 示している。そして、 『実録』『海東諸国紀』 双方共に記述がある場合は◎で表記した。 「送還刷還人数」は に伴って朝鮮へ送還された被虜と漂




















表 書 箋 咨 書契 不明 その他 朝→琉 被虜 漂流 刷還 使者名 備考
□ ? 玉之 高麗へ初の遣使。送還人数不明。
□ 金充厚
1390 □ 37 玉之 高麗へ最後の遣使。
1391
1392 ○ 8 李善 李朝へ初の遣使。
1393
1394 ○ 12 不明
1395
1396












1409 ◎ 3 阿乃佳結制






1416 ○ 44 李芸 李芸が琉球へ行き、44人を刷還する。
1417











1429 ○ 金源珍 朝鮮へ漂流の琉球人14人を送還。 第
1430 金源珍還る。琉球国長史梁回から返書。
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一四世紀末から一六世紀初頭における琉朝関係の推移（牟田）表 書 箋 咨 書契 不明 その他 朝→琉 被虜 漂流 刷還 使者名 備考
1451
1452
1453 ◎ 2 道安 漂流民万年ら送還。倭人が使者となる初の例。
1454
1455 ○ ? 道安 送還人数不明。初の大蔵経下賜。
1456 第
1457 ○ 5 道安 道安・信沙也文に護軍職が授けられる。
○ 3 吾羅沙也文













○ 不明 鸚鵡を献上。 第
○ 同照 鸚鵡・大鶏を献上。
○ 古都老 琉球国王弟閔意からの使者。
○ 不明 琉球国総守将李金玉からの使者。 4
1469 △ 不明 琉球国中平田大島平州守等悶意からの使者。
○ 新右衛門尉平義重 『歴代宝案』のみの記述。詳細不明。
○ 仁叟和尚 琉球国中平田大島平州守等悶意からの使者。 期
1471 ○ 自端西堂 自ら符験制を提案。







1479 ○ 3 新時羅 漂流民金非衣ら送還。
○ 不明 琉球国総守李国円子総安子円長子からの使者。












































一」をみれば、約一二〇年間も続 た琉朝直接通交の時代に、琉球側から被虜が送 さ た期間 、一三八九年から一四一〇年の約二〇年間であり、漂流民が送還されたは一四五三年から一四六一年の約 〇年間と一四七九年・一四八〇年の事例 である。この とから被虜・漂流民の送還も琉朝関係全体を通し の特徴ではなく、一部の時期の特徴であることがわかる。琉朝関係は 直接通交のあった約一二〇年間の中でも変容 おり、改めて再検討する必要があるといえ 。そのため、ここでは琉朝関係の時期区分を「表 」を とに改めて整理 いきたい　「表一」を俯瞰すると、特徴ごとにいくつかの時期に分けることが出来るが、ここでは便宜的に六つに区分するととする。まず、第一期は 三 九 から一四一八年の三〇年間とする。明への入貢から応永 外寇の頃までを対




































前期倭寇の被害の終息に伴って、被虜ではなく漂流民送還の事例が増加する。し し、被虜 漂流民の扱いについては質的な違いはほとんどないと考えられ、西日本 おける被虜の送還ルートは、漂流民の送還ルートでもあった。どちらも送還することによって回賜品を入手することがき、それに伴って貿易を行うこともできるため、送還は利益を得るための口実ともなったのである。また、 ・漂流民を送還することによって回賜品 入手するという形態は一種の奴隷貿易と見な こともできる。　
さて、第一期に行われた被虜の送還は、具体的には


























































































と同じものとは言い難いが、そ らの原型 とらえることはできる。そして上述したように一四三一年 夏礼久の事例は、倭人の船に便乗して朝鮮へ赴いた最初の例であり、第三期以降に何度か見られる同様の形態 前例と ったと考えられるのである。　
さて、第一期・第二期についてみてきたが ここまでの
時期に限ってまとめると、以下 点を指摘できる。①従来、琉朝直接通交は琉球側か 積極的に行われ ものとされてきた。しかし、第一期 第二期 うち 、積極的に関係を築こうとしたのは第一期の三山時代であり、第二期に




権が、態度を一変して自発的に朝鮮へ遣使 す ようになったのは第三期である。この第三期には、琉球 委託された倭人によって多くの漂流民が送還された。
一四五三年に道安によって二名の朝鮮人漂流民が送還

































景泰年間。 一僧至國。 諱承琥。 字芥隱。 日本平安城人也。王命輔臣。新構三寺。一曰廣嚴（今存） 。一曰普門。
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使をし かった背景には、このような事情があったのと推測できる。第二期において琉球は、リスクを負っ まで朝鮮に遣 するメリットが無かったのである。　
また、倭人にしてみても 琉球使節という名目を得て朝
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や第三期と明らかに異なる点として、文書形式がは きりせず、外交の主体に琉球国王以外の者 ちが登場することが指摘できる。さらにこ 時期には、琉球からの遣使 場合必ず行われていた被虜・漂流民の送還が一回も行われていない。ここからも、明 かにこれまでと性質 違う遣使
であることがわかる。　
一四六八年には 「琉球国王弟閔意」 からの使者古都老 （小





























くも船が壊れ五人が溺死した。金非衣含む残り三人は海面を漂っていたところ与那国島の漁船に助けられる。 その後、半年間与那国島に滞在した彼らは、西表島、波照間島、新城島、黒島、多良間島、伊良部島、宮古島と次々に送られ、最終的に琉球国へ辿り着く。この間、金非衣らはそれぞれの島民と接しており、これら 島の情報を記憶し、送還後に証言している。その証言は、地形や風俗からその に生息する動物や虫など多岐にわたり、当時 離島の状況を知る基本史料となっている。　
金非衣等を朝鮮へ送還するにあたっての琉球国王とのや
りとりから、琉球の倭人に対する認識を読み取る とができる。










という通常よりも有利な形で 朝鮮に通交す ための大事な道具であり、死なれでもしたらチャンスを逸することになる」 事情が、結果的 漂流民が無事に送還






















































が、彼ら 送還するにあたって二つの問題が発生する。一つ目の問題は、漂流民の話す言葉が通じなかったこ ある。 倭漢学通事や済州から連れて来た人に通訳をさせるも、




の送還をどのよう 形で行うか意見が分かれたとい ことである。礼曹は、漂流民を中国に連れて行き、そこ 琉球使節に引き渡す形での送還を提案するが、それについて朝鮮国王は、言葉が通じない問題と で琉球使節に出会えない可能性を危惧して、議政府と礼曹に検討することを命じる。この議論の末、前例の ことはするべきではないとの意見が受け入れられ、結果的に漂流民は倭人に託して送還することに決定した。しかし、その決定 聞いた漂流民は「中夜痛哭」して悲しんだため それを受けて朝鮮国王は決定を翻し、中国経由 送還を行うことと った。　
これらの議論からは、いかに確実に漂流民を琉球へ送還
するか、という論点が読み取れる。朝鮮国王は中国へ連れて行っても確実性が無いという点から倭人に委託することを提案 が 礼曹は倭人に委託す ば「欺罔の事」が有る可能性を指摘し 中国経由での送還を提案する 「欺罔の事」とは、漂流民を倭人に委託す 際 、倭人が朝鮮へ見返りとして求請する品物が非常に多いうえ、漂流民を確
実に送還するかがわからず、見返りを持ち逃げされるだけなのではないか、という疑念である。このように礼曹が疑うのには理由が有り それも議論の中で述べられている。それによれば、これより以前に琉球 漂流民を倭人に託して送還したが、その返しに琉球から届いた書契が従来のものと大きく違っていた。ここから礼曹は、倭人による書契の偽造を疑い、そのために漂流民が琉球へ送還されなかった可能性を指摘したのである　
これらの事例から、この時点で礼曹は倭人を信用してい
ないことが読み取れる。また議政府にしても、 例がないことから倭人に託すことを提案しているのであって、前例が存在するのであれば、中国経由で 送還も問題ないという姿勢を読み取れる。現に の漂流民送還以後は、すべ中国経由で送還が行われており、信用ならな 倭人に委託する形態はとらなくなるのである。　
また、一四七九年の金非衣を朝鮮へ送還する段階で、琉







ある辞令書もこの頃 ら発給されるようになる。よって、中国へ向かう船のスタッフが国王の名 もとに任命されいる事例は、同時に朝鮮との関係 担う人物が国王の名のもとに任命されているという意味にもなるのである。　
これまで挙げた琉朝直接通交 時代の事例は、 「国営」

















らかなように、 「当時 に限らず統一政権樹立後の琉球は、基本的に朝鮮への遣使 積極的ではなかった。積極的 なったのは第三期のみ 、その目的であった大蔵経 入手が成った段階では、積極的 遣使を行う理由が再び無くなったと考え れる。　
一四七九年の段階では、金非衣の送還事例からも明らか




って変質した、という従来の認識は少々見直さなければならないであろう。むしろ、三山時代を除けば、倭人が介在した直接通交こそが琉朝関係の基本的なものであったといえる。一六世紀、その倭人を排除した中国経由のルートが生まれたことによって従来 「国営」といわれ 体制 琉朝関係においても構築され である。　
ところで、冒頭に挙げたポルトガル人の証言には、一六
世紀に琉球へやってきたポルトガル人が上陸 許されず、商品と代金の交換のみ行い退去させられた ものがある。
また、このようなことも起った。彼と一緒にそこにいた中の、ポルトガル人二人がチナ沿岸で商売しようと一隻のジャンクで向かったが、彼らは暴風雨あってレキオスのある島へ漂着した。そこで らはその島々の国王から手厚いもてなしを受けた。それは、シャンで交際し ことがある友人たちのとりなしによるものであっ 。彼らは食料を提供され立ち






















しまったため、多くの課題を残している この時代の軸ともいえる明と 関係や、その他東南アジア諸国との関係についての考察は行っ おらず、それと琉朝関係関連性を明らかにすることは課題であ 。今回焦点をあてた古琉球の琉朝関係 おいても、 「倭寇的状況 を経て近世に至る時期は検討の外になってしまっ ため今後の課題としたい。







を中心に―（下） 』 （ 〈科研報告書〉東京大学大学院人文社会系、二〇〇四年）は、一四世紀から一六世紀において琉球王国が朝鮮半島・日本・中国と東南アジア諸国・諸地域と展開した中継貿易の特徴を以下のようにまとめている。①国営貿易であること。つまり琉球（首里）王府 官人らが貿易主体であり、私的な商人による交易活動ではない。②対東南アジア交易の主要産品は、中国製貿 陶磁 あり、その貿易陶磁の痕跡は 琉球列島各地の主要なグスクから出土していること。③琉球は、そ 貿易陶磁の流通路の一結節点であった 以上 三点である。
（
2）高良倉吉『新版
  琉球の時代』 （ひるぎ社、一九八九年） 。
同『琉球王国』 （岩波書店、一九九三年） 。同『アジアのなかの琉球王国』 （吉川弘文館 八
（
3）古琉球辞令書については、 橋本雄「古琉球『辞令詔書（辞令書）全文テキストデータベース』 」 、前掲『八 一七世紀東アジア地域における人・物・情報の交流
  ―海域と港市の







































15） 『高麗史』の巻一三七辛昌元（一三八 ） 八月条と巻四五恭譲王二（一三九〇）年八月条にそれぞ 記述がある。第一回目の遣使については 「琉球國中山王察度。遣玉之奉表長稱臣。歸我被倭賊虜掠人口。獻方物」 記されており、具体的な送還人数は不明で 。
（















20）第二期以降はすべて倭人が介在している。しかし第四期以降になると、極端に記述内容 少ない遣使もあるため、確証を得るこ は出来な 。
（














25） 『実録』世宗一三（ 四三 ）年 〇月丙午条。
（
26） 前掲 「古琉球をめぐる冊封関係と海域交流」 四〇―四 頁。
（
27）平道全や金源珍については、村井章介『境界をま ぐ人びと』 （山川出版社、二〇〇六年）に詳し 。
（
28） 『実録』世宗一五（一四三三 年閏八 戊辰
































40） 『実録』世祖七（一四六 ）年 二月戊辰条、世祖八
（一四六二）年一月辛亥条など。
（

















国王」 』 （吉川弘文館、二〇一〇年） 。二二八頁
（
47） 『実録 世祖一三 （一四六七） 年三月庚午条には 「琉球國王。遣使獻鸚鵡 とだけ記述があり 世祖 三 七月丙子条には「琉球國 。遣僧同照東渾等。来獻鸚鵡大鶏胡椒犀角書籍沈香天竺酒等物」とある。
（
48）この送還に関する記述は、 『実録』中宗二五（一五三〇）年八月丙寅条、中宗二五年八月戊辰条、中宗二五年一〇月丁巳条、中宗二五年一〇月己未条 中宗二五年一〇月己未条、中宗二五年一〇月己未条、中宗二五年一〇月癸亥条、中宗二六（一 三 ）年二月乙酉条、にある
（




51）当時の様子を 海東諸国紀』に 地窄人多 以海舶行
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史苑（第七三巻第一号）
商為業。西通南蠻中國。東通日本我國。日本南蠻商舶。亦集其國都海浦。國人為置肆浦邊互市」とある。また『実録』世祖八（一四六二）年二月辛巳条の漂流民の証言には、 「商賈在沿江船泊處 日本女國之人 亦且来 もある。
（立教池袋中学校・高等学校兼任講師）
